第907回　生物科学セミナー
日時：　　4月13日（水）　16:30-18:00
演者：  伊藤　恭子　准教授
東京大学大学院理学系研究科生物科学専攻
演題：　維管束の分化を司る転写制御機構
植物の維管束は、水分や栄養分、シグナル分子を植物全体へと送る通道組織として、また、植物体に物理的強度をあたえる支持組織として重要である。近年では、維管束の細胞群は木質バイオマスの供給源としても注目されている。私達は、維管束形成の分子機構を明らかにするためにシロイヌナズナやヒャクニチソウを用いて研究を進めてきた。維管束分化の進行には、オーキシン・サイトカイニン・ブラシノステロイドといった植物ホルモンに加え、転写因子による転写制御が重要な役割を果たしている。その中でも木部道管の分化は植物特有のNAC型転写因子であるVND6、VND7により制御されている。本セミナーでは、このVND6がどのように下流の遺伝子群を制御しているのかを紹介する。併せて、根における維管束のパターン形成に関わると考えられるbHLH型転写因子LONESOME HIGHWAYの機能についても紹介したい。
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